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1.はじめに 
 北海道をはじめとする積雪寒冷地では，冬期道路にお

いて吹雪などによる視界不良を起因とした交通事故が問

題となっている．これらを未然に防ぐために，視界不良

の発生状況をリアルタイムかつ面的に把握することで，

道路管理等での判断や道路利用者による交通行動の判断

などを支援する取り組みが進められている１）．観測手段

としては視程計や CCTV カメラを用いることが一般的

であるが，設置台数が限られており，面的な把握に十分

な量の視界データを入手することが困難である．そこで，

既知の視界データから視界を推定する手法が必要である．

大鎌らは，行列補完を用いて視界データと気象データか

ら視界を推定する手法を提案した[2]．具体的には，視

界データと気象データからなる行列を構築し，視界デー

タの欠損を行列補完を用いて補完することで視界を推定

する．これにより，視界データの位置関係および気象デ

ータを利用した推定が可能となった．一方で，用いられ

た視界データは視界状況を 5 段階に評価したデータであ

り，気温や風速などの気象データに比べて離散的である．

このため，行列補完による視界の推定が期待通りに行わ

れない可能性がある． 
 そこで本稿では，行列補完のイタレーション時におき

かえる視界レベル既知点のデータとして，低ランク近似

で得られる数値を用いた行列補完によって視界レベルを

推定する手法を提案する．具体的には，行列全体がより

低ランクな行列となるように既知点の視界ラベルを連続

的な値に更新し，併せて視界データ中の欠損値を補完す

ることで視界を推定する．本手法により，離散的な視界

ラベルを更新せずに用いることにより生じていた推定精

度の低下を抑制することが期待できる． 
 
2．手法 
 本章では，低ランク近似により更新した視界レベル既

知点のデータを用いる行列補完による視界推定手法につ

いて説明する． 
 
2.1 行列補完による視界推定 
 行列補完に用いるデータは，文献２,３）に示す通り，

GPV 気象データと視界データで構成する．視界ラベル

が既知の地点と視界が未知の地点が混在しているデータ

セットを用い，それぞれの地点の緯度経度に最も近い

GPV 気象データを要素ごとに対応させる．それぞれの

データを緯度，経度順に並べることによって行列を作成

する．作成した行列の概要を図 1 に示す．この行列中の

視界が未知である点を行列補完によって推定する． 
 
2.2 低ランク近似を用いた既知データの更新と行列補

完 
 行列補完は，データに低ランク性があると仮定し，低

ランク近似を用いて行列の欠損値を補完する手法である．

行列に低ランク近似を行う際，⽋損値が推定値に近づく

と同時に既知の値も変化する．⼀般的な⾏列補完では，

低ランク近似を適用することで変化する既知の部分につ

いては，近似を繰り返す際に元の値に戻す初期化の操作

を行う．提案手法では，視界データに対してはこの初期

化を行わずに低ランク近似による行列補完を進める．な

お，気象データについては，近似のイタレーションにお

図 1 気象データと視界データを要素とする行列 
 

図 2 CCTV カメラの設置位置 
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いて，初期化の操作を行う．これにより視界データの変

動を許し，視界データを初期化する場合よりも行列全体 
が低ランクとなるように視界データの値を更新する． 
 
3.実験 
 本章では，提案手法の有効性を確認するための実験を

行う．視界データは図 2 に示す北海道東部の CCTV カ

メラ 90 台分の画像を目視により 5 段階に評価したデー

タを用いる．5 段階の分類基準は，文献 4）に採用されて

いるものを用いる．ラベルごとの枚数は表 1 に示す通り

である． 
 気象データには気象庁から提供されている GPV 局地

数値予報モデルの，地上部における 12 種類のデータを

用いる．90 地点における気象データ 12種類と視界デー

タを用いて 90 行 13 列の行列を構成する．本実験は１vs 
ALL 交差検証法を用いて行う．具体的には，視界デー

タのうち１つを未観測地点として扱い，残りの８９地点

により視界を推定する．また，評価指標として正解率を

用いる．正解率は，実際の視界レベルと行列補完で推定

した視界レベルが一致した数の，評価に用いた全地点数

に対する割合を示す． 

正解率(％) =
レベルが一致した地点数

全地点数
× 100	 

 
また本実験では比較手法として，視界データの初期化を

行う行列補完手法を用いる． 
 実験結果を図 3 に示す．ここで，PM および CM はそ

れぞれ，提案手法，比較手法を示す．図２より，提案手

法は比較手法と比較して同一ランク削減数での正解率が

向上していることが確認できる．また同時に，全てのラ

ンク削減数上で正解率の向上が確認できる．以上より，

行列補完により視界を推定する際に低ランク近似を用い

て視界データを更新する本手法が離散的な視界ラベルに

よる推定精度の低下を抑制することが確認された． 
 
4. まとめ 
 本稿では，低ランク近似により更新した既知点のデー

タを用いる行列補完による視界推定手法を提案した．ま

た，実験により推定精度の低下を抑制することが確認さ

れた． 
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図 3 ランク削減数ごとの正解率の推移 
 

表１ 視界データのラベルごとの地点数 
Level1 Level2 Level3 Level4 Level5 

2 31 48 7 2 
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